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研究成果の概要 

本年度は、金属ナノ構造の光熱効果を用いた化学反応制御と、高屈折率誘電体ナノ構造の作製技術

の開発および蛍光増強分光応用を実現した。 

具体的には、金属ナノ粒子と金属基板間に誘起される局在表面プラズモンによる電場増強効果を利

用して、粒子と基板間の分子を 100℃程度に加熱し、触媒反応を誘起した。光加熱前後の表面増強ラマ

ン散乱を測定することによって、その反応過程・メカニズムを分光学的に究明した。 

低発熱性の高屈折率ナノ構造として、シリコン（Si）ナノ粒子をレーザーアニーリングによって作

製する手法を開発した。Si薄膜に波長 532 nmの連続発振型レーザーをライン状に集光照射することに

よって、直径 100 nm 程度の Si ナノ粒子を作製することに成功した。ライン上のレーザーをラインと

垂直方向に 1次元走査することによって、基板一面に Siナノ粒子を再現性高く作製できることが示さ

れた。作製された Siナノ粒子の光共鳴特性を測定・解析したところ、440 nm付近に電気双極子由来、

530 nm付近に磁気双極子由来の Mie共鳴モードが励起されることが確認された。磁気双極子モードの

波長に吸収波長を有する蛍光分子を Siナノ粒子表面に修飾し、その蛍光スペクトルを測定したところ、

蛍光強度が２桁以上増強することが示された。また、レーザーアニーリングによって、Si がアモルフ

ァスから結晶に変性することがラマン分光測定からわかり、結晶化することによって高い電場増強効

果が得られることもわかった。また、結晶化にともない、アモルファスと比べて吸光係数が低下するこ

とによって、光発熱性を大幅に抑制することが可能になり、低侵襲分子センシングの可能性が示され

た。 
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